
 

 記 者 会 見 資 料 
 

令和６年１１月２２日(金) 

午前１０時３０分～  

 

 

１ 坂戸市で初開催！ 停電時を想定した夜の防災訓練         

  （ブラックアウト訓練）を実施 

 

 

 ２ 自治体とＵＲ都市機構との新たな試み！             

   粗大ごみで地域と団地の活性化 

 

 

３ 講演会「葉酸で守る未来の健康 動脈硬化と認知症予防のカギ」 

 

 

４ 地域からのアイディアで地域を元気に！             

  提案型協働事業報告会を開催 

 

 

５ 坂戸市産ハチミツを使用したゼリーを全校の学校給食で       

    提供します 

 

 

６ 北部地域合同で初開催！ ＪＡいるま野農畜産物直売会 in坂戸駅 

 

 

７ おいしくおトクに健康づくり！ さかど葉酸フェアを開催します 

 

 

８ 市民の健康づくりを“食”から応援！             

  食を通じた健康づくり応援店に新しい店舗が加わりました 

 

 

 ９ さかろんステンレスボトル販売 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 防災安全課 
 

坂戸市で初開催！ 停電時を想定した夜の防災訓

練（ブラックアウト訓練）を実施 

い つ 

（日時） 
令和６年１２月２０日（金） １８時００分～１９時００分 

どこで 

（場所） 

坂戸市立浅羽野小学校 体育館 

坂戸市浅羽８１０ 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

冬の夜に地震が発生し停電が起きたことを想定して、指定

避難所である浅羽野小学校の体育館に避難する。その後、夜

間避難についての注意点等を伝えるとともに、簡易ランタン

や簡易スリッパの作製を実施し、消灯した体育館で作製した

簡易ランタンを点灯する。 

参加者は、浅羽野小学校児童・保護者及び浅羽野地区自主

防災組織の希望者約５０～１００名（予定） 

な ぜ 

（目的） 

夜間及び停電時における避難の危険性や避難所の不便さ

（冷暖房が効かない等）を把握するとともに、「自助」意識の

高揚を図ることを目的とする。 

声 
(現場の人の声) 

 

 

備考 市で確認したところ、県内では２番目の開催と思われます。 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 西清掃センター 
 

自治体とＵＲ都市機構との新たな試み！ 

粗大ごみで地域と団地の活性化 

い つ 

（日時） 
令和６年１０月２６日以後で不定期に開催 

どこで 

（場所） 
東坂戸団地ふれあいスペース１０３ 

だれが 

（主催者） 

ＵＲ都市機構 

坂戸市 

何 を 

（内容） 

令和２年１月に締結した「坂戸市と独立行政法人都市再生

機構とのまちづくりに関する連携協定」に基づき、粗大ごみ

を減量したい市と東坂戸団地を盛り上げたいＵＲ都市機構が

連携し、市が粗大ごみの中からまだ使えそうな家具をＵＲ都

市機構に提供します。その家具をＵＲ都市機構と団地自治会

有志がきれいに清掃等をし、団地内の交流スペースにおいて

手頃な値段で販売します。 

売上はひがしさかどマルシェなど地域活性化のために使わ

れます。 

な ぜ 

（目的） 

・粗大ごみを減らしたい坂戸市 

・東坂戸団地を盛り上げたいＵＲ都市機構と団地自治会 

・手ごろな家具が欲しい住民 

各々の希望をすべて叶えるための取組みです。 

声 
(現場の人の声) 

自治会有志が行う清掃は、自治会員同士がたのしくおしゃ

べりしながら行っており、とてもよいコミュニケーションの

場となっています。 

東清掃センターでは、令和５年度にリユース家具を 776点

販売し、約 6トンのごみを削減しています。 

備考  






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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 市民健康センター 
 

講演会「葉酸で守る未来の健康 動脈硬化と 

認知症予防のカギ」 

い つ 

（日時） 
令和６年１２月２１日（土） １０時～１２時３０分 

どこで 

（場所） 

坂戸市文化施設オルモ ホール 

（坂戸市芦山町１－２） 

だれが 

（主催者） 

主催：坂戸市、女子栄養大学 

協賛：ハウスウェルネスフーズ（株） 

何 を 

（内容） 

市内在住・在勤・在学者を対象に、健康寿命を延ばすため

に大切なビタミン「葉酸」の働きや、葉酸を含むメニューの

組合せ方について、女子栄養大学副学長の香川靖雄氏、同大

学専任講師の坂本香織氏を講師に、二部制の講演会を開催し

ます。 

令和６年１１月８日（金）から市民健康センターへ FAX、

電子申請または電話で申込みとなります。 

な ぜ 

（目的） 

 本市が、女子栄養大学と共同して取り組んでいる「葉酸プ

ロジェクト」のセミナーの成果をもとに、講演会を実施し、

さらに広範な市民へ葉酸の普及啓発を行うことで、生活習慣

病及び認知症予防を目指します。 

声 
(現場の人の声) 

 参加者には、参加特典として、葉酸関連商品と、コバトン

ALKOOマイレージ２００ポイントを差し上げます。 

 

備考  講演会開催日は、土曜日になりますので、大学生や働き世代の方もぜひ、ご 

   参加ください。 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 市民生活課 
 

市民からのアイディアで地域を元気に！ 

提案型協働事業報告会を開催 

い つ 

（日時） 
令和７年１月２３日（木）１５時～ 

どこで 

（場所） 

坂戸市文化会館 

（坂戸市元町１７－１） 

だれが 

（主催者） 

主催者：坂戸市 

発表者：令和６年度提案型協働事業採択団体（６団体） 

参加者：坂戸市市民参加推進会議委員、協働関係課 

何 を 

（内容） 

市民活動団体からの提案により市との協働で実施した事業

について、公開報告会を開催します。 

【事業内容】 

・地域食堂（２事業）  ・移動型こども食堂 

・こどもの居場所づくり ・高齢者の名人、達人発掘 

・支え合い活動の普及啓発に関する研修会 

な ぜ 

（目的） 

 報告会を行うことで各団体が事業の振り返りを行い、活動

の効果を高めるとともに、来場者には市民活動を始めるきっ

かけにしてもらうことを目的に開催します。 

声 
(現場の人の声) 

・昨年度の来場者からは、「とても勉強になった」「団体のこ

とを知ることができて良かった」という声が寄せられ、報

告会をきっかけに活動を始められた方もいます。 

・今後、市との協働事業を検討している方を始め、どなたで

も参加可能です。 

 

備考 提案型協働事業とは、市との協働により地域の活性化や課題の解決を図る事業 

を行う市民活動団体に、市が補助金を交付しています。 

 



１．地域食堂みんなでここ deごはん 

事 業 名：地域食堂みんなでここ deごはん 

事業概要：食事を通じて地域の皆さんが気軽に集まれる場所を提供し、孤食の

解消、人と関われる場所を提供する 

協 働 課：高齢者福祉課、こども支援課 

活動日時：月に１回程度 11時30分～14時 

活動場所：東坂戸団地ふれあいスペース（坂戸市東坂戸2-9-9）ほか 

  

２．Sky’s  

事 業 名：「支え合い活動の市内全域への広報活動及び普及啓発のための研修

会実施」事業 

事業概要：研修会等を通じて、住民同士の支え合い活動について、坂戸市全域

に周知し全員がその必要性を共有できる環境を作るため、支え合い

活動を行う団体数を増やすことを目的とする。 

協 働 課：高齢者福祉課 

開催日時：11月24日 10時～正午 

開催場所：坂戸市文化施設オルモ（坂戸市芦山町1-2） 

 

３．坂戸いきいき＠ 

事 業 名：はっけん！わが町の名人達人（高齢者編） 

事業概要：ワークショップの開催や小冊子を作成し、ひきこもりがちの一人ひ

とりの方に光を当てて主役にしていく、そして役割のある地域活動

の参加と仲間づくりを目的とする。  

協 働 課：高齢者福祉課 

開 催 日：1月上旬 

開催場所：未定 



４．SDGs坂戸ふれあい食堂 

事 業 名：子どもと高齢者のための「SDGｓ坂戸ふれあい食堂」  

事業概要：ふれあい食堂を通じて、人々が「ふれあう場」「学ぶ場」「育む場」

を作り「子供たちの健やかな成長」と「地域交流の拠点作り（世代

間交流）」に寄与することを目的とする。 

協 働 課：こども支援課、高齢者福祉課 

活動日時：毎週木、金曜日 正午～15時 

活動場所：SDGｓ坂戸ふれあい食堂（坂戸市清水町25-9） 

５．ご縁のおうち 

事 業 名：ご縁のおうち＠こども cafe 

事業概要：学校に行かない選択をしたこどもや行きづらいこどもたちもどんな

こどももふらっと日中や放課後に、家から出ていく居場所と遊びや

軽食を食べながら人とつながり過ごしながら遊びながら成長でき

る空間づくりを実施する。  

協 働 課：こども支援課 

活動日時：毎月第４水曜日 11時～夕方のチャイムが鳴るまで 

活動場所：東坂戸団地ふれあいスペース（坂戸市東坂戸2-9-9） 



6．子ども食堂やまちゃん 

事 業 名：坂戸市初！移動型子ども食堂で1,000食配付プロジェクト 

事業概要：子ども食堂の開催場所のない地域の子どもたち等へ無料のお弁当テ

イクアウト活動を通して、おいしい食事と交流の場を設けることで、

地域内のつながりや交流を育むことを目的とする。 

協 働 課：こども支援課 

活動日時：毎月第３または第４木曜日 18時～19時30分 

活動場所：浅羽野小学校エリアまたは千代田小学校エリア 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担当課 環境学館いずみ、教育総務課 
 

坂戸市産ハチミツを使用したゼリーを全校の 

学校給食で提供します 

い つ 

（日時） 

令和６年１１月２０日（水）中学校 ６校 

令和６年１１月２５日（月）小学校１２校・中学校１校         

どこで 

（場所） 
坂戸市立小・中学校 

だれが 

（主催者） 

坂戸市 

坂戸市立小・中学校 

何 を 

（内容） 

坂戸市産ハチミツを使った「坂戸はちみつレモンゼリー」

を全校の学校給食で提供します。 

 また、１１月は彩の国ふるさと学校給食月間であり、ハチ

ミツのほか、地場産の大根、里芋、はくさい等を使用し、ふ

るさとの恵みを感じ、地元の食材に親しんでもらえる献立を

多く取り入れています。 

な ぜ 

（目的） 

昨年、坂戸市で行っているミツバチプロジェクトで採取し

たハチミツを使用した「坂戸市はちみつゼリー」が好評でし

た。今年も同プロジェクトのハチミツの学校給食への提供が

可能となったため、坂戸市産ハチミツを取り入れた給食を提

供します。 

子どもたちに坂戸市産の食材の美味しさを味わってもらう

とともに地元の食材の消費拡大に繋げます。 

声 
(現場の人の声) 

昨年、全校に坂戸市産ハチミツを使用した「坂戸市はちみ

つゼリー」を提供したところ、子どもたちに大変好評でした。 

備考  坂戸中学校 11月 15日（金）、城山学園 11月 25日（月） 

    勝呂小学校 11月 28日（木） 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 農業振興課 
 

北部地域合同で初開催！ 

ＪＡいるま野農畜産物直売会 in坂戸駅 

い つ 

（日時） 
令和６年１２月２０日（金） １６時～１９時 

どこで 

（場所） 
坂戸駅南北自由通路 

だれが 

（主催者） 
いるま野農業協同組合 

何 を 

（内容） 

ＪＡいるま野北部地域（坂戸・鶴ヶ島・毛呂山・越生）の

農畜産物が勢ぞろい！ 

ＪＡいるま野による坂戸市周辺の農畜産物の販売を行いま

す。 

な ぜ 

（目的） 

地域の地場産野菜や販売している直売所を多くの人に知っ

てもらうため、利用者の多い坂戸駅で開催します。 

声 
(現場の人の声) 

坂戸をはじめとする地域の野菜が勢ぞろいします。生産者

の気持ちが詰まった商品を取り揃えて皆様のお越しをお待ち

しております。 

 

備考  
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 市民健康センター 
 

おいしくおトクに健康づくり！ 

さかど葉酸フェアを開催します 

い つ 

（日時）  
令和６年１１月２３日（土）～１１月３０日（土） 

どこで 

（場所） 
坂戸市食を通じた健康づくり応援店（市内飲食店等） 

だれが 

（主催者） 

【主催】坂戸市 

【共催】坂戸市食を通じた健康づくり応援店 

（４４店舗のうち２０店舗参加） 

何 を 

（内容） 

「坂戸市食を通じた健康づくり応援店」の利用客が、 

お得なサービスを受けられるイベントを開催します。 

各店舗及びサービス内容は別添チラシのとおりです。 

な ぜ 

（目的） 

 葉酸フェアは、葉酸の認知度の向上と「坂戸市食を通じた

健康づくり応援店」の周知を目的として実施しています。 

市では、平成１８年度からビタミンＢ群の一種である「葉

酸（ようさん）」に着目し、女子栄養大学と共同で「坂戸市葉

酸プロジェクト」により市民の健康づくりを推進しています。 

声 
(現場の人の声) 

 期間中、葉酸フェア実施店舗へ行くと、コバトン ALKOOマ

イレージ１００ポイントを差し上げます。 

坂戸市では、葉酸を多く摂取できる・健康に配慮している

メニューや食品等を提供する店舗を「食を通じた健康づくり

応援店」として認定しています。 

 

備考 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 市民健康センター 
 

市民の健康づくりを“食”から応援！  

食を通じた健康づくり応援店に新しい店舗が加わりました 

い つ 

（日時）  
常時 

どこで 

（場所） 
坂戸市食を通じた健康づくり応援店（市内飲食店等） 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

市では市民の皆さんの健康づくりを食生活の面から応援す

るため、葉酸を多く摂取できるメニューや、栄養に関して工

夫し、健康に配慮されたメニューを提供する店舗を「食を通

じた健康づくり応援店」として認定しています。 

今年度、新たに６店舗が加わり、現在、市内４４店舗（６

７品目）を認定しています。 

新たに認定した店舗は、①そのさき食堂、②沖縄カフェは

れ、③坂戸にっさい弁当花みず木、④吉野家 坂戸鎌倉店、⑤

生活協同組合 コープみらい坂戸薬師町店、⑥café chocotea

です。 

認定は、市内３大学（女子栄養大学、城西大学、明海大学）

の教授等と、食を通じた健康づくりに関する活動を行ってい

る団体の代表者からなる検討委員会委員から、専門的な見地

から意見を伺い、認定しています。 

な ぜ 

（目的） 

市民の健康を側面から応援するとともに、商業の活性化や

観光の振興等にも期待を寄せています。 

声 
(現場の人の声) 

 「健康づくり応援店」のステッカーやのぼり旗が目印です。

外食の際は、ぜひ、「健康づくり応援店」をご利用ください。 
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備考 新たに認定した「生活協同組合 コープみらい坂戸薬師町店」は１１月１２日 

にオープンした店舗で、認定メニュー「旨辛チーズのさつまいもタッカルビ弁当」 

は、市内にある女子栄養大学監修で、スマートミール基準「しっかり」を満たした 

規格の商品です。また、弁当に使用しているさつまいもは、ＪＡいるま野のものを 

使用しているとのことです。 
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坂戸市からのお知らせ        Press Release   

記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 広報広聴課 
 

さかろんステンレスボトル販売 

い つ 

（日時） 
１１月２０日（水）８時３０分～ 

どこで 

（場所） 
坂戸市役所 ３階 広報広聴課 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

坂戸市イメージキャラクター「さかろん」のステンレスボ

トルを販売しています。 

真空二重構造で保温・保冷対応、氷が飛び出ない内ブタ付

き、シンプルなデザインで誰でも使いやすいボトルです。 

 

・容量 500ml 

・カラー ネイビー、ブラック 

・価格 2,000円 

な ぜ 

（目的） 

さかろんグッズを日常的に使っていただき、さかろんに親

しんでもらうため 

声 
(現場の人の声) 

広報紙でお知らせした後、すでに何件か問い合わせや、発

売を楽しみにする声がありました。 

 

備考  

 

 




